
20.3 

23.3 

24.8 

29.4 
21.3 
22.7 

19.0 

26.2 

10 20 30

8:45

8:30

8:15

8:00

7:45

7:30

7:15

7:00

（時間帯）

（km/h）

21.1 

18.3 

21.9 

21.4 

20.3 

22.1 

18.8 

19.9 

10 20 30

8:45

8:30

8:15

8:00

7:45

7:30

7:15

7:00
（時間帯）

（km/h）

国土地理院
基盤地図情報
を基に作成
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国道１１号 工業団地南交差点（右折レーン延伸）の整備効果
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観測日：平成26年10月16日（木）7:00～9:00
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改良後

観測日：平成29年10月19日（木）7:00～9:00
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留
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ン
滞
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長

平成28年7月14日撮影

○平成２９年９月２２日、工業団地南交差点の改良（右折レーン６０ｍ延伸）が完成。
○朝の通勤時間帯において直進車の阻害が解消。速度も平均３km/h、最大８km/h 向上。

急ブレーキ発生回数も、２４％減少（改良前２５回⇒改良後１９回）し、安全性が向上。

右折車の滞留により
直進車の交通を阻害

右折レーンの延伸により
直進車の円滑な交通を確保

【位置図】

今切工業団地

至 高松市

至 徳島市中心部

阻害時間

１１０分

阻害時間

０分

徳島県

工業団地南
交差点

右折レーン
延伸箇所

右折レーン
滞留長 30m

右折レーン 滞留長90m（60m延伸）

●120分間の平均速度

２０．４km/h

●120分間の平均速度

２３．３km/h(約３km/h向上）

ETC2.0データ：H29.9.1～9.14（平日）

ETC2.0データ：H29.10.2～10.16（平日）

●急ブレーキ発生回数

２５回

●急ブレーキ発生回数

１９回（２４％減）

※1)

※2)

※2）調査期間中の右折レーン端（交差点から90m）から手前側200ｍ間の急ブレーキ（-0.3G以下）発生回数

※1）調査期間中の右折レーン端（交差点から30m）から手前側200ｍ間の急ブレーキ（-0.3G以下）発生回数

：右折車

：直進車

右折車と直進車の
錯綜による急ブレーキ

今切工業団地

今切工業団地

！

平成29年10月19日撮影

右折レーン（30m）

阻害

右折レーン（90m）

国土地理院の
地理院地図に
交差点等を追
記して掲載

▼20.4km

【直進車のみ】

【直進車のみ】

▼23.3km

最大

８km/h
向上

E11


